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ケイシｰよ地(か一ストラリァ1隊)刺1から1拘拠大陸を

製な氷床ダ)巾殴衣三…{の貝≒い筋が見えるのはモレイン

中央右よりに船がみえる

鍵覇轟1琳｡

簿

.議,籔…嚢1灘籔轟灘簿

Iはじめに

地球上の最後の未知の大陸一テラインコグニタｰで

あり多くの探検家たちの残された活動の場所であった

南極大陸もいまはもうその白いべ一ノレがはがれつつ

ある.1957年第3回IGY(国際地球観測年)以来

ICSU(国際学術連合会議)は分科会としてSCAR(南

極研究特別委員会)を設け南極の調査研究を国際協力

のもとで行なうための母体とした｡それ以後各国の

南極研究は急速に進展しはじめた.

現在この大陸に基地を持っている国はアメリカ

アルゼンチンイキジスオｰストラリアソビエト

ニュｰジｰランド目本フランスベノレギｰ(オラン

ダと共同)チリ南アフリカの12か国である苗

こうしてここ10年あまりの間に南極についての知識

が急激に増加しその実体があきらかになるのもそれほ

ど遠い将来ではか＼

木蟻翠予郎

飛行機(ハｰキュリｰズC工;葦0)で8跨閲ばか!)であ

っというまにマクマｰド基地に着いてし凌う｡ほかの

国の探検隊は船に揺られて1蝸もそれ以上もかかるわけ

である.皿孔える40度嵐の50度を船のべ1バにしがみ

ついて越えるのである.飛行機のほうが楽で現代的

で能率的でよさそうだと思うのは人情のあさましさと

いうものである｡

南緯50度を越えるころ氷凶を晃つ/鳩ためにデッキ

に出る.どこの船でもそうらしいが最初に氷山を発

見した者には賞品がでる昔オｰストヲジァ隊では無

尽をやった.各人力蔓なにがしかの(δ腕ソトぐらい)

寄進をする.そして最初の氷山発見者がその全部を

胴元から頂戴するのである･

最初の氷山が現われるとそれからは陸続と氷山が出

現しはじめる.航空母艦のように平らなもダ)洞穴の

あるもの古城のようたもの形はさまざまだ｡陽光

に輝いている氷山は言葉もないほど美しい｡氷山が多

南極へ行くには船にかぎる.アメリカ隊に参加する

とニュｰジｰランドのクライストチャｰチ空港から

1孔える櫛陵}

蔑｡

船は木σ)葉のようにもまれる

一奪捧欝

海氷版(バンク･アイス)のなか…こ…まいると

こんどは海氷と船との衝突する背に悩茨される�
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くなるころは荒海もおさまりこんどは流氷(流氷と

は海氷がいちど割れてかたまって流れ出したもの)が流れ

てくる.流氷原(パック･アイス)を抜け青黒い縦

と輝く氷山群の間を走る船のデッキに立っていると時

間のたつのを忘れてしまう.

大陸の沿津近くでは流氷原がないことが多い.そ

こに抜けるまでには流氷のたかを氷が船腹にぶつか

る音を聞き海氷に衝突する振動に悩まされる.流氷

帯を脱出するとあたりは急に静かになり聞えるのは

土ンジンの音だけになる､そのころだ大陸が見えだ

すのは,もし晴れておれば青空の下の黒い海の水平

線の上に氷床が白い厚みのある帯のように広がってい

るのが見える.そしてその帯と海との聞に黒っぽい

茶色の露岩が点冷と望まれる.ときには露岩は白い

帯を蕨ち切るように青空に磐えている.

これが白い大陸である.

■南極大陸とは

南極大陸が南極点を中心にひろがった大陸でそのほ

とんど(約98パｰセント)が氷に蔽われているというこ

とは誰でもが知っている事実である.ところがこ

の大陸が地球上でずばぬけて標高の高い大陸であるこ

とはあまり知られていたい｡第!図は縦軸に平均標高

横軸に面積をとって地球上の各大陸を比較したもので

ある.氷をはいでしまうと他の大陸とそれほどのち

がいはない.だが現状のままで氷床を入れて比べ

ると平均標高2040メｰトノレどたり第二番目に高いア

ジア大陸(960メｰトル)の2倍以上高いということ

にたる｡これだけでも寒いはずである.東南極の中
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鶴1図瀦大陸の堺均標高と面積と体積(ソ連南枢アトラス)

央高原にあるソビエトのボストｰク基地で1960年8月

24目に一88,3℃という気温が記録された.これは地

球上で記録された最低気温として公認されている.

また大陸の中央部を横切っている南極横断山脈は

その延長4章000キロ海抜2,000～4,000メｰトノレの世界

最大の山脈である.大ヒマラヤ山脈でさえブｰタン

からバミｰノレまで入れて2,500キロだからその大きさ

は見当がつこうというものである.

第2図は氷床をはがしてしまったときの基盤の地形図

である.南極横断山脈を境にして東南極と西南極とは

はっきり分かれてしまう.西南極は南米アンデス帯に

続く若い造!⊥牒できれぎれの離島にたっている.そ

の間には深さ2,000メｰトルもの海がある.東南極

では西側は南極横断山脈でかぎられ海岸沿いに0度

氷1⊥1

静かな海水平線1こ

海氷綴が兇える�
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第2図繭極大隆基盤の地形(ソ連南極アトラス)

から東経90度にかけて高みがあり氷床上にも点々と山

脈が見られる(第3図).さらに中央部にもベルナ

ドスキｰ1⊥脈だとの3,000メｰトノレにおよぶ山脈が氷床

の下にあることがわかってきた.また第3図では氷

床のもっとも厚いところでは遂､500メｰトルにもおよ

ぶことが蟹O叩と18びの間にしめされている､

皿南極大陸は乾燥地壊であること

砂漠的気候

南極大陸の大半(眺パｰセント)が厚い氷床でおおわ

れているため氷→水→湿気という串緯度的発想に陥り

やすい.しかし年平均気温か海崖地域でも一夏5℃

前後になっているので水分は氷に固定されてしまい

ひどく乾燥している.曜和基地でも.うっか!フしてい

るとハンマｰの柄が難乞燥してひび翻れをおこしたり抜

けやすく匁るほどである血これは冷蔵庫効果による空

気の乾燥め影響である｡

その〆え降水量茄きわめて小さいので乾燥地域グ)

傾向はさらに強められている(第6図).第7図は鎮本

隊の極点旅行によるデｰタである.プラトｰ基地まで

は雪尺(雪尺というのは雪'面に目盛をきざんだ棒を立ててお

きそれによって積雪量を測定する唖,の.この聞は前集び)隊

が警災を譲1足してあった)によって一年聞の積雪華を出し

プラトｰ基地から南極点までは積雪の断面観測による

ものである｡これによりても内陸部は郷ミリぐらい�
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第3園

南極大極の氷床の厚さ

黒点は露堵点は棚氷(ソ連南極アトラス)

で海津の紹和基地付近でもたかだか230ミリであ

ることがわかる･日本列島の降水量が1,000ミリ以上

であることを考えると南極大陸がいかに乾燥している

かということがわかる.

大陸の内陸を旅行してみるとその景観がいかにも砂

漠的であることに気がつく.硬いあるいは乾燥雪の著

大陸氷が郷し山されて湖斜こ氷慶を傍っている

この氷屋は毎年12メｰトルつっ前進している.

これが綱一寧か免つと切り離さ杓て泳1手11こ泳答.

モｰソン墓地(素一ストラリア隊)付近

苅く1.uの±生濠身Lるところ�
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面が見わたすかぎり続いている.その雪面には風によ

るでこぼこの模様(サストルギｰ)が刻まれている.

地平線のそこだけにある雲の下から進むにつれて現わ

れてくる岩山そこには一木一草もない.ただ荒ヤ

しく削られた奇態な山塊と崩れ落ちた岩屑だけである.

緑と水の安らぎなど望まれるはずもたい.殺伐とした

ものである･々たしはオｰストラリア中央部の砂漠

を旅行したとき南極大陸の奥地旅行と同じ印象をうけ

た.細かな赤土の舞い上る道床浩としたステップ

砂礫の平原地平線の彼方に見える奇妙な岩山.これ

は塞ぎに南極の内陸旅行と同じではないか.

ペユ差とj土1j脈幻一･高1…み妻)たづ'湯毛きりび〕月(孫ミの一二姜こ

この景観から与えられる印象の共通性は水の作用の

欠除である.“風と砂と岩"と“風と雪と岩"はと

もに同じようた景観を作っている.

とにかく南極大陸が乾燥地域であることは降水量の

少なさだけでなく地形学的たいろいろた証拠が認めら

れることからもあきらかである.マクマｰド入江周辺

バンガｰ･ヒノレノックス海岸ベストフォｰノレド･ヒ

ル次とには広い無雪地域があり青衣とした水を湛え

た塩湖や塩類の結晶が見られる.かつて南極に｢オ

アシス｣があると喧伝されたのはこのようた場所であ

った.マクマｰド入江の周辺には尻たし塩湖塩類

結晶のほか炭酸石恢や

石膏が土壌といっしょに

堆積している仙つまり

大きさはそ多)供給盆地

に比べてノドさい.たと

はこれに比べてもひどく

ノj㌔さい､このよう匁砥

い比はこの地域が芽常!耳二

猪雌(ヌナタク)が炎劃工比でいる�
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乾燥していることをしめすものである.

ユ竃6曲

風成層砂丘

乾燥地域には風成層がつきものである.南極大陸で

も例外ではない｡マクマｰド入江や東南極の二三の個

所に知られている.マクマｰド入江のビクトリア谷で

は厚さ2メｰトル長さ2.5キロにわたる漂砂層が

さらに高さ3～1!メｰトノレ長さ600メｰトノレのバノレ

カン砂丘が3,5キロにわたって続いていることが発見さ

れている.また0.5～1.0キロの鯨背状の砂丘がある

こともわかった.これらの砂丘の表面下30センチには

硬い雪層があった.そしてこれらの砂丘は10年間ξこ

平均21メｰトル西に移動していた.部分的には1目!2

センチの速度で移動しているところもある.

風成層があれば風蝕礫もあるはずである.ライト谷

判第脳

卒閲平均降水量g/c服聖

/yr(ソ連南越アトラ

ス)

やビクトリア谷では一平方メｰソレに53個(2.5×12.5

センチ)の風蝕礫が数えられた.これらの礫は1た

いし2つの面が滑らかでやや凹面をなし西側に急傾斜

している.礫の東側には酸化膜ができている,3セ

ンチより小さい礫にはピラミッド型のきれいな三稜石

(ドライカンタｰ)がよ1く見られる｡この風髄は西方

にある氷床プラトｰから吹きおろしてくる強い東風のせ

いである.このようた風蝕礫の発達にはつぎのよう

な条件カミ者えられる.

1)植生がない

2)降雪が少ない

3)風が強い

4)砂の量は礫を削るのには十分だが

礫を埋めるほど多くはない

㈵

年20

間15
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杢10
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昭和基地7ぴS

第7図
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7ゴSプラトｰ基地8ぴS8ポS■■'い

1昭和雄地と前触点と1制の年1罰降水鈷(被雷蟄から換鉾)ご鵬凧1971〕�
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卵2表地球上にμ任する純水¢)銑(ホインケス1968)
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'�皿u皿1一'H■��,■■■■1�■凹■����11%�
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前触1人.陛��13,914,000��28,000,000��25,200,000��90�
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つまり乾燥(砂漠的)気候条件以外なにものでもた

い･このような乾燥地形はひとつには大陸全体にわ

たる降水量の少なさにあるのであろう.つぎに考えら

れることは周氷河地形のひとつの特徴をしめしている

ということである.次章に述べるように南極大陸の

氷は増加しているようである･とすれば氷の増加と

この乾燥気候とはどう関連するのであろうか興味ある

問題である.

収

支

1V南極の氷は増えているか

南極大陸の氷が融けてしまったら地球上の海水が増

加し海面が60メｰ一命も上昇する.そのときには世

界の大都会はみな海に沈んでしまうだろう.という話

がよくされる.話としてはおもしろいが南極の氷が

増加していると考えられている現在ではあまリ意味が放

い･むしろつぎの氷期がやってきて周本列島に氷河

が発達したとき何メｰトノレ海面降下があリこの小さ

汰島国でどのくらい領土が広がるかを考えたほうが楽し

い.

この南極の氷が融ける謡はたから南極大陸にはい

かに膨大な量の水が固定されているかを物語っている例

として理解したほうがよろしい.第2表は地球上の純

水の量を示したものである.もちろん地球上の水の

97,4パｰセントは大洋の海水でありつぎに多いのカミ水

と雪で2パｰセントを占めその池は湖水河川地下

水大気中の水を含めて0.6パｰセントにしかならたい.

したがって地球上の純水の90パｰセントを占める南極

大陸の氷の量の増減が海面変化に直接影響し地球上

の気候変動の問題にまでつたがりをもってくることはい

うまでもない.

南極大陸で各国の氷河学者が南越氷床の水の質鐙収支

を重点テｰマにしているのも当然のことといえる.日

本隊のエンダｰビｰランドプロジェクトといわれる長

期計画も昭和基地内陸の水の収支決算を行なうことを目

標にしているのである.

では氷床の収支決算はどうやってきめるのであろう

か.これは簡単た算数である.

入:降水盤

出:蒸発量融け水の流出量

氷山として流出する量

氷床や棚氷(棚氷とは氷床

が海中に抑L出して海に浮ん

でいる状態でロス棚氷フf

ルヒナｰ棚氷たどがある)の

底で融けて流出する量

風で運ばれて海に飛んでい

く雪の量など

収入と支出をさしひき計算すれば収支がプラスな1三,氷

は増えマイナスならば氷は減っているわけである､

だがこの広い大陸のすくない観測点でこれらダ)量を

いかに測定しいかに評価ナるかという困難な問題がひ

かえている.したがって現在の段階ではかたりの

推定をともたわざるをえたい.最近の二つの水収支計

算の結果を第3表にあげる.結論はバルジンスエ

トオバとレエベもともに南極の氷は現在増加している

というのである.レエベ博士の増加量が他の二人のそ

れに比べて少ないのは考えられる値より収入を低く

支出を高く見積ったからだとのべている.

とにかく南極の氷は増加しているとす加､ば表に見

≒れるようた海面降下が生じているはずである｡とこ

ろが実際の観測によると現在地球の海面は毎隼い

リの速度で上昇している.この上昇は他の凶岳氷河

の後退大洋底の構造地質学的な上昇あるいは海水温

度のわずかな上昇などによって由来したものであり南

極氷床の影響を考えたいで説明できるとしている.

第3表1拘地大陸

の水収支決錦
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他地域の氷河との比較

地球は現在間氷期にあリァルプスでもアラスカや

カナダでも氷河は後退しているといわれてきた曲とこ

ろが南極大陸の氷はいま増加しているようにみえる.

では他の氷床や氷河はどうであろうか.第遂表にホ

インケスのまとめた最近の世界の氷河の水収支をしめし

た.この表を見るとヨｰロッパアルプスではのき

改みにプラスであり氷の量が増加･している傾向があり

スカンジナビアでは逆に減少している.カナダとアメ

リカでは両者が混在している､これらの収支決算は

王蜘～196脚の二年間のものだからかたらずしも正確

な傾向を示しているとはいえないがそれでも現在の

氷河の収支の動向をうかがうことはできる｡

またグリンランドの氷床では収支がプラスで氷の

量が増加しているという値を脳している人のほうが多い.

こうしてみるとある地域ごとにあるいは氷河ごとに

増加減少の両方の傾向があるようだ,すくなくとも

地球上の氷河が現在後退しつつあるという定説はな書)た

たたいことがわかったσ)である.

氷河サｰジの重要性

氷河の前進後退が地域ごとにあるいは氷涌ごとに違

っているとなると簡単に氷期には氷河は前進し閥

氷期にたると後退するという考えはなりたたない.つ

まリ氷期と氷河の消長とは直擦対比させることができ

なくなる.

そこで最近江員されている氷河分一ジ(氷河の異常

前進)が脚光を浴びるようにたグ｡た.氷禰サｰジとは

氷河Iヒ流部から巨大た量の氷が数十牢に一度¢)わりで突

然短期間のうちに異常に遠い速度(通常の10～100倍)

きその限界を越えて突然地震が発生する｡というのと

似た現象である.

氷河が気候変動とは直接関係改く周期的に前進後退

をく1)かえしているという現象をこれで説明できるであ

第4表!聰1弊替地の水河の水収支gr/c㎜2(ホインケス1968)
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ろう.しかしこれにはある一定の気候条件一収支

が全体としてプラスである一という大前提がなければ

改らない.そうでたければ氷河が不安定に改るまで

雪を蓄えてサｰジを惹起することができないであろう.

さらに気候変化が生じたときサｰジのおこりかたにも

違ってくるであろう.

南極のような大氷床がサｰジをひきおこしたらどうな�
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るか.これは小さな山岳氷河のサｰジとは比較になら

ないほど大きな影響を与えることにたる.こ夢)問題を

とりあげてA･T･ウィノレソン(1964)は南極氷床のサ

ｰジによる氷期起源説を提唱した.

氷床は大きくたればなるほど不安定になることは理論

的に計算されている.しかも南極氷床は現在すこしづ

つ成長しているらしい.したがって南極氷床の不安

定度が増し将来サｰジがおこるかもしれない.現に

アイスランドやスピッツベノレケンでは氷冠からのサｰジ

が観測され5～1o瓜/hという速度で氷冠周縁が海に張

り出して棚氷に決った例も報告されている.サｰジは

もはや異常現象ではたいと考えられている現在南極氷

床にサｰジが生じてもおかしくはたい.

ウィノレソンの氷期起源説は南極氷床のサｰジが地球の

気候を変えたという考えにもとずくものである.現在

のようだ間氷期に南極大陸への雪氷の蓄積が続き徐

々に大氷床を形成するにいたる.地熱により氷床の底

はしだいに温めれらるがそれより温度をあげる影響を

もつのは氷厚の増加によって圧力融点(氷の融点は圧力

100気圧につき約0.7℃融点降下する)に達することであ

灼隆旅行隊列1紗1jそク)｣二の

やぐ1一雌γイ風レｰゲｰ

こ秘で漉綾榊こ利オ納簿きを

…版ら二とができ双後藤)

や虫とl11脈に近ず

とl11脈の.空にだけ雲が見える�
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る.氷床の底では温度が上昇し再結晶やクリｰプを

起こしやすくたりついには融けて流動しやすく在る｡

ひとたび流動しはじめると氷床底面と岩盤との摩擦に

よって莫大た量のポテンジアノレ･エネノレギｰが熱に変わ

る.ブル(1957)によれば年間300メｰトルの氷の

流動は720ca1/cm2/yrぐらいの熱を氷床の底面に供給す

るという.これは通常の地1熱流の!8倍にもあたる.

かくて氷床の底は融けてますます滑りやすくなり外

洋に向かって押し出されていく.こ1れが南極氷床のサ

ｰジである.その結果大陸周縁には巨大な棚氷がで

きそれは南極収飲帯(南緯50度)あたりまで進出する

であろラ､この巨大な棚氷のために1,000万平方マ

イルの面積あたりの太陽輻射反射率が8パｰセントから

80パｰセントに増加する.これは地球全体の太陽から

の輻射エネノレギｰの流入を約4パｰセント減らすことに

たる｡地球は寒ぐたり北半球や山地に氷床や氷河が

形成される.太陽輻射反射率はますます増加し北半

球にはスカンジナビア氷床ロｰレンシア氷床などが形

成される.800万平方マイノレにもわたって氷床が地上

を蔽ったため地球に入る太陽エネルギｰは80パｰセン

トも減少し平均気温は6℃も低下する.しかしサ

ｰジが生じたのち南極氷床は薄ぐたり氷床底面付近

の温度は圧力融点以下になる､かくてサｰジの流動

が止る.海洋を蔽った棚氷も氷の補給がなくたるので

後退をはじめる｡海面はしだいに上昇し南半球の海

洋は温められしたがって北半球もしだいに暖かくたる.

こうして氷期は終わりを告げるのである.

このウィルソンの説は氷期の周期性を説明するのには

具合がいい.しかし第四紀以前の氷期については問

題が残る.とにかく南極氷床の存在が第四紀の氷期と

その消長の原因になっているというのが彼の説の独創

的なところである.

南極氷床の変動を説明するためこれまで主張されてき

たのはおもにつぎの4つの仮説である.

1)暖い間氷期に雪や氷の蓄積が増加し氷床が広が

る.一方第四紀の氷河作用の時期には南極

では蓄積が減り氷床は後退する(スコット1905).

2)北半球での氷河作用によって海面降下が生じ南

極氷床は北方海洋上に拡大する(ホりン脇2)､

3)南極氷床の前進は北半球の氷河作用と同時期であ

り氷床の温度降下による気候変化をともたう

(シュムスキｰ1963).

4)南極氷床の周期的なサｰジが汎世界的な第四紀氷

河作用の引き金になる(ウィルソン1964).

これらの仮説を確かめ評価するためには氷河遺跡や

周氷河地形の調査ももちろん必要であるが氷床そのも

のの研究もなされたければならない.とくに歴史的

に地質時代にさかのぼって当時の気候条件などを調べ

ることが大切になってくる.
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